


































































































































































通巻 出版年月日 掲載頁 標題 備考
創刊号 1942/10/15 33 臺灣の紙芝居 （紙芝居協会による報知）
第 2号 1942/11/13 35 『鬼征伐』 （今後刊行する作品の紹介）
畫：宮田晴光























第 13号 1943/10/01 39 紙芝居協会 （紙芝居協会による報知）
防諜紙芝居 『躍る魔手』『○○鉱山の出來事』　
報道畫劇第十七輯　『豚と隣組』




第 15号 1943/12/01 50 紙芝居協会 （紙芝居協会による報知）
製作中の紙芝居　增産紙芝居　『山の香り』
貯蓄增強紙芝居　『常在戰場』
第 20号 1944/05/01 34 榮ある奉公賞 「團體賞ノ部：畫劇挺身隊　臺北州臺北市畫劇挺身
隊」
第 21号 1944/06/01 51 全島民總蹶起運動
宣傳啓發實施要綱
「七、其他の實施方案　畫劇及演劇の表演」




第 23号 1944/08/01 13 紙芝居新刊紹介 臺灣青少年團竝　藝能奉公團推薦　『兵隊の一日』
第 25号 1944/10/01 41 第三回　畫劇競演會寸評 著者：吉村敏
第 26号 1944/11/20 48-50 畫劇脚本『水仙郷』 著者：松居桃樓


















































劇競演会の開催日は 1942年 8月 1日、第二回全島畫
劇競演会の開催日は 1943年 8月 7日である。この記






















































































































































































































































































































































（29）　『台湾日日新報』1937年 12月 18日 5面。
（30）　山口正明「台湾に育つ紙芝居」『教育紙芝居』2巻
10号、1939、7-8頁。




（33）　『台湾日日新報』1933年 12月 8日 4面。
（34）　『台湾日日新報』1935年 11月 26日 4面。
（35）　『台湾日日新報』1937年 3月 17日 6面。
（36）　『台湾日日新報』1939年 4月 3日 4面。
（37）　『台湾日日新報』1939年 5月 10日 4面。
（38）　『台湾日日新報』1939年 11月 24日 2面。
付記
　本論の表と引用の部分は原文を尊重し、新旧字体を
併用しています。また日本語の表現に関しては前田祥
孝さんのサポートを受けました。この場を借りて御礼
申し上げます。本当にありがとうございました。
注
（ 1）　新垣夢乃「植民地台湾の紙芝居活動についての記録
と記憶　―　植民地紙芝居研究の射程」、神奈川大学日本
常民文化研究所非文字資料研究センター「戦時下日本の
大衆メディア」研究班『国策紙芝居からみる日本の戦
争』勉誠出版、2018、354-403頁。
（ 2）　上杉允彦「皇民奉公会について（一）植民地台湾に
おける大政翼賛運動」『高千穂論叢』昭和 63年度（3）、
1989、21-42頁を参照。
（ 3）　河原功「『新建設』解題」、『皇民奉公会中央本部刊　
新建設　別冊』総和社、2005、10頁。
（ 4）　注（ 3）前掲書、5頁。
（ 5）　台湾紙芝居協会編『紙芝居の手引』皇民奉公会中央
本部、1942、45頁。
（ 6）　注（ 5）前掲書、47頁。
（ 7）　第一回は皇民奉公会中央本部編『第二年に於ける皇
民奉公運動の実績』皇民奉公会中央本部、1943、76-89
頁。第二回は皇民奉公会中央本部編『第三年目に於ける
皇民奉公運動の実績』皇民奉公会中央本部、1944、101-
107頁。また『台湾日日新報』でもいくつかの新聞記事
が見られる。
（ 8）　新垣夢乃「山口正明の紙芝居教育について　―　教育
における「感激」の戦中と戦後」『中華日本研究』第 9
期、2018、33-53頁。
（ 9）　「公学校」は台湾人の学童に対する教育機関であ
り、日本人の学童に対する教育機関は「小学校」である。
（10）　注（ 1）前掲論文、357頁。
（11）　中島利郎編『台湾戯曲・脚本集　四』緑蔭書房、
2003、397頁。
（12）　吉村敏「台湾農村公学校児童の生活に」『台湾教育』
1934年 12月号、1934、58-64頁。
（13）　吉村敏「夏を小学生と行く」『台湾教育』1935年 10
月号、1935、97-102頁。
（14）　吉村敏「牛」『台湾教育』1937年 2月号、1937、
71-76頁。
（15）　皇民奉公会中央本部編『第二年に於ける皇民奉公運
動の実績』皇民奉公会中央本部、1943、147頁。
（16）　邱坤良「戰時在台日本人戲劇家與台湾戲劇　―　以松
居桃樓為例」『戲劇學刊』第 12期、2010、7-33頁。
（17）　簡潔に見れば従来の研究は、日本人を主体とした
「芸能文化研究会」により、松居桃楼と竹内治が 1943年
7月に共同演出した『赤道』、台湾人を主体とした「厚
